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⻑期構想と港湾計画の関係について

第1回検討会で「案」を提⽰（令和2年9月3日）

第2回検討会で「修正案」を提⽰（令和2年11月10日）

⑤上位･関連計画
の要請

福井県⻑期ビジョン
において目指す姿
「飛躍するふくい」の
実現を下支え

④利⽤増加に
つながる動き

・EC市場の拡大
・東南アジアの
経済成長

・企業BCP
・クルーズ市場の
成長 他

①敦賀港の概要と
特徴

特徴Ⅰ
中京・関⻄圏を含めた
環日本海沿岸国・東南
アジアへの日本海側海
上輸送拠点
特徴Ⅱ
日本海側のユニットロ
ード拠点港
特徴Ⅲ
日本海側の防災拠点と
しての実績
さらに太平洋側港湾の
バックアップ港として
期待
特徴Ⅳ
歴史あるアジア大陸と
の交易拠点

第1回検討会での長期構想の検討範囲

内的要因
（問題点の
明確化）

第2回、第3回検討会での長期構想の検討範囲

港湾計画
の検討

第3回検討会で「修正案」を提⽰（令和3年１月27日）

敦賀港⻑期構想

20〜30年の⻑期的視点から、港の空間利⽤
の基本的な方向を示すもの

敦賀港港湾計画

⻑期構想を踏まえ、10〜15年後の港湾の能
⼒、港湾施設の規模と配置、港湾の環境の整
備と保全等の事項を定めるもの（法定計画）

１ 将来像、方向性
２ 空間利⽤計画（ゾーニング）
３ 実現に向けた取り組み 施設の数値規模、配置、⾯積、延⻑など

構 成

具体的な整備計画

10~15年後の
姿を想定

⑥将来像と基本理念・
方向性
「飛躍するふくいを先導する

敦賀港」
・世界水準の高効率な港
の実現

・日本の物流強靭化への
貢献

・「人道の港敦賀」を核とした
交流人口の拡大

・持続可能な社会に向けた
エコ・ポートの構築

⑦主要施策・プロジェクト
施策Ⅰ

日本海側高規格ユニットロード
ターミナルの形成
施策Ⅱ

ふ頭再編・用地造成による貨物
の集約と関連用地の確保
施策Ⅲ

災害時の太平洋側バックアップ
港としての機能確保
施策Ⅳ

港を中心とした観光誘客
施策Ⅴ

ふ頭再編による貨客分離
施策Ⅵ

低炭素化、再生エネルギー・
リサイクルの推進
施策Ⅶ

環境との調和・共生

⑨⻑期構想の
展開イメージ

・施策の
展開シナリオ

・地区別の
展開イメージ

・ソフト施策の
展開方針

⑧空間利⽤
構想

・基本
ゾーニング

・機能配置
ゾーニング

⻑期構想検討会における検討の流れ

②敦賀港の現状
・取扱貨物量の推移
・コンテナ航路の現状・
取扱貨物

・フェリー航路の現状・
取扱貨物

・RORO航路の現状・
取扱貨物

・バルクの現状・取扱貨物
・施設別利用状況等
・敦賀港背後企業の
立地状況

・防災への取り組み
・クルーズ船の寄港
・臨海部の緑地・
集客施設の資料状況

・クリーンエネルギー等
環境貢献に対する動き

・湾内の自然と水域環境

③敦賀港への要請と課題
物流
・北海道との安定的な
物流の確保

・モーダルシフト等への対応
・新規航路・貨物の誘致
・フェリー・ROROヤードの不足

他
安全・安心
・太平洋側港湾のバックアップ
・敦賀港BCPに基づいた被災時
の早期復旧

他
交流
・賑わい創出
・クルーズ船の誘致

環境
・クリーンエネルギーの活用

他
その他
・不法係留の発生

他

第２回検討会の議論等を踏まえ修正
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敦賀港⻑期構想（案）
敦賀港の将来像と基本理念・方向性

ロシア
（シベリアランド
ブリッジ）

中国
韓国

東南アジア

主要施策の展開イメージ

鞠山南地区

鞠⼭北地区

⾦ヶ崎地区

川崎･松栄地区

外航クルーズ客船

フェリー

バルク

人

物
物

内貿ROROをシフト

内貿ROROをシフト

外貿RORO

外貿コンテナ
内貿RORO

物

物

国際フェリー

物

外貿ROROをシフト

物

物

人

・ユニットロード集約
・高規格ユニットロード
ターミナルの形成
・太平洋側港湾バック
アップ機能の確保

・ヤード確保
・旅客ターミナル形成

人

方向性
1 世 界 ⽔ 準 の ⾼ 効 率 な 港 の 実 現

・太平洋側に最も近い日本海側港湾
・北海道・九州を結ぶ日本海航路により日本全域が貨物背後圏

日本海側⾼規格ユニットロード
ターミナルの形成

ふ頭再編・⽤地造成による
貨物集約と関連⽤地の確保

①連続バース、ふ頭⽤地の造成・再編による輸送効率
・荷役効率の向上
②⾃動離着岸装置等の最先端技術の活⽤による
⾼効率化・省⼒化・時間短縮

③将来的な成⻑センターとなる東南アジアに向けた
ダイレクト航路形成

④地理的優位性を活かした対岸諸国等との海上物流
ニーズへの対応（韓国・中国・ロシア航路の誘致）

⑤防波堤改築による港内静穏度の向上
⑥企業誘致（製造業、倉庫業等）

施策Ⅱ施策Ⅰ

プロジェクト
①貨物種別ごとの集約による
⾼効率化・省⼒化

②物流関連企業の敦賀進出の促進
③⽤地利⽤の効率化・⾼度化

プロジェクト

①災害に強い敦賀港の整備
②敦賀港アクセス向上に向けた⾼規格道路ネットワークの整備促進
③企業BCP、リスク分散の観点による集荷
④施設の適切な維持管理や計画的な更新

施策Ⅲ 災害時の太平洋側港湾バックアップ港としての機能確保
プロジェクト

日 本 の 物 流 強 靭 化 へ の 貢 献
・120分圏内の中京・京阪神と⾼速道路網で複数ルート

方向性
2

港を中心とした観光誘客 ふ頭再編による貨客分離

持続可能な社会に向けたエコ･ポートの構築
・フライアッシュを⽤いたセメント生産
・木質バイオマス発電のためのPKS・木チップの輸入等の実績、社会的要請

施策Ⅵ

①北電⽯炭⽕⼒発電のバイオマス混合燃焼の促進
②LNGインフラの誘致
③クリーンエネルギーの誘致
④モーダルシフトの促進

低炭素化、再生エネルギー・
リサイクルの推進

方向性
4

施策Ⅶ 環境との調和・共生

①クルーズ船誘致の推進
②⾦ケ崎周辺のにぎわい創出
③フェリー乗船客の利便性向上
④市⺠にも愛される港づくり

①クルーズ・フェリー専⽤ターミナルの形成
②⼩型船溜まりの整備

プロジェクト

①養浜等の海岸保全、藻場の保全
②水産業の振興

プロジェクトプロジェクト

「人道の港敦賀」を核とした交流人⼝の拡⼤
・北陸新幹線福井・敦賀開業、訪日外国⼈の増加

方向性
3

施策Ⅳ
プロジェクト

施策Ⅴ

・観光誘客
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敦賀港⻑期構想（案）

4つの方向性に基づく基本ゾーニング 空間利用構想（機能配置案）
方向性 ゾーニングの考え方 基本ゾーニング

物流 世界水準の高効
率な港の実現

背後圏の産業・経済・生
活を支える物流拠点とし
て、港湾施設・物流施設
の利用に供するゾーン

物流ゾーン安全
・安心

日本の物流強靭
化への貢献

交流
「人道の港 敦
賀」を核とした
交流人口の拡大

交流拠点施設等が立地し、
賑わい創出を図るゾーン 交流ゾーン

環境

持続可能な社会
に向けたエコ・
ポートの構築

自然環境を保全し、環境
との調和、共生を図ると
ともに、「SDGs」の理念
に基づく企業活動を支え
るゾーン

エコゾーン
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概要版

・・藻場の保全
・・藻場の保全

エコゾーン
エコゾーン

・海水浴､海釣り

海浜交流ゾーン

・フェリーのためのヤード・駐⾞場確保
・先端技術の活⽤による⾼度化
・太平洋側のバックアップ機能の確保

物流･交流ゾーン（鞠⼭北）

・・侵食対策

エコゾーン

・クリーンエネル
ギー等の誘致

エ コ ゾ ー ン

・⾼効率ユニットロードターミナルの形成
（外貿・内貿）

・コンテナに加えRORO貨物を集約し効率化
・先端技術の活⽤による⾼度化
・太平洋側のバックアップ機能の確保

物 流 ゾ ー ン （ 鞠 ⼭ 南 ）

・バルク貨物の集約整理による効率化

物 流 ゾ ー ン （ 鞠 ⼭ 北 ）

・・藻場の保全

・フライアッシュセメ
ントの生産

・バイオマス混合燃焼
の促進

エコゾーン

エ コ ゾ ー ン

・・砂浜の保全

エコゾーン

・賑わい空間の創出
・クルーズ客船係留
・⾦ヶ崎周辺整備と連携

・⼩型船の収容

船溜まりゾーン 交 流 ゾ ー ン

・倉庫等⽤地の確保

物流関連ゾーン（井の口）

・旅客ターミナル機能の強化
・クルーズ客船係留
・国際フェリーの誘致

・漁業関係施設の整備

⽔ 産 業 ゾ ー ン 物流･交流ゾーン（川崎・松栄）

・気比の松原散策
（賑わい空間との連携）

海 浜 交 流 ゾ ー ン

物流ゾーン 交流ゾーン

物流ゾーン
（鞠⼭北、南地区）

物流関連ゾーン
（井の口地区）

物流・交流ゾーン
（鞠⼭北、川崎・松栄地区）

エコゾーン
（鞠⼭北地区他）

水産業ゾーン
（蓬莱・桜地区）

海浜交流ゾーン
（松原、赤崎地区）

交流ゾーン
（⾦ヶ崎、蓬莱・桜、松原地区）

船溜まりゾーン
（井の口地区他）

エコゾーン



敦賀港⻑期構想（案） 概要版

展開イメージ
現在取り扱っているコンテナ貨物に加え、RORO貨物の集約
により内外貿ユニットロードターミナルの形成を目指す地区

鞠⼭南地区
（物流ゾーン）

鞠⼭南地区の⻑期イメージ

鞠⼭南地区の中期イメージ

鞠⼭北地区の⻑期イメージ

ふ頭再編によりバルク貨物、フェリー貨物の効率的な
荷役を実現するとともに将来的な⺠間による新規事業
展開の支援を目指す地区

鞠⼭北地区
（物流ゾーン）
（物流・交流ゾーン）
（エコゾーン）

鞠⼭北地区の中期イメージ
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